
②議論のはじまり

④各グループから中間発表

①司会を務める議長・副議長

＜議長＞
朝霧中 生徒会副会長

日下 花音さん

③９つのグループに分かれて協議
協議テーマ 「“いじめストップあかし“こども宣言」を

今の時代にあったものにリニューアルする

ＮＰＯ法人生涯学習サポー
ト兵庫の竹内先生のサポー
トのもと、どんどん各自が
意見を模造紙に貼っていき
ました。その後、リーダー
が中心になってみんなの考
えを整理し、グループの意
見としてまとめていく様子
がみられました。

『“いじめストップあかし”こども会議２０１８』を開催！（No.１）

Ｆｆｆｆ

８月１日に市内全小・中学校の児童会・生徒会の代表８６名が明石市立勤労福祉会館多目的ホールに集い、採
択してから１０年たった現在の「“いじめストップあかし“こども宣言」を見直し、各グループで意見を出しあって新
しい「“いじめストップあかし“こども宣言」を採択しました。（今回が１１回目の開催）

初めて出会う人がほとんどの中
で、グループの仲間だけではな
く会場内を移動して、ハイタッ
チをしました。緊張している心
を挨拶でほぐした後、あちらこ
ちらで笑い声も聞こえるなごや
かな雰囲気の中、次のグループ
協議へと移りました。

＜副議長＞
高丘東小 児童長

今井 絢音さん

「一人一人がいじめについてずっと考え続けること
が大切」
「相手の意見を受け入れるといじめをする理由がな
くなるのでは？」
「見て見ぬふりをされるのが、一番つらい」
「一人で考え込まず、少しの勇気をもってだれかに
相談することが大切ではないか？」などの発表があ
りました。

10年たって世の中が大きく
変化したなかで、今まで
あったこども宣言のうち残
すべきところと変えていく
べきところをこどもたち自
身で考えました。

挨拶はお互いがわかりあえる第
一歩！
挨拶をすることで相手の気持ち
をやわらかくできました。



➇議長・副議長のまとめ

『“いじめストップあかし”こども会議２０１８』を開催！！（No.２）
⑤ 全体協議(9つのグループそれぞれが新しいこども宣言にふさわしいと思う文を提案しました)

⑦新しい“いじめストップあかし”こども宣言の
採択

【錦城朝霧中学校区】
なやみを相談しやすいクラスをつくります
一人一人がいじめについて真剣に考え続けます

【大蔵中学校区】
お互いの話を聞いて解決策を考えます

【野々池中学校区】
便利なものでひきょうな事に使わない
悪い事を否定できる強い意志をもつ

【大久保・大久保北中学校区】
見て見ぬふりをせず一歩踏み出す勇気を持ちます

【衣川中学校区】

相手の意見を受け入れみんなが助け合えるクラス
をつくろう

【望海中学校区】
人の気持ちを考え悲しい気もちにさせません
あいさつで人と人とのつながりを深めます

【魚住・魚住東中学校区】
相手の良いところがすぐ見つかる環境を作ります
相手の気持ち考えを大切にし言葉を選びます

【高丘・江井島中学校区】
勇気をもっていじめられている人を助けます
一人一人がいじめをなくす環境をつくっていきます
いじめられている人の意見や気持ちを聞き声をかけます 【二見中学校区】

一人で考えずに信頼できる人に相談する

➅各グループのリーダーが集まって話し合い、９つのグループから
提案された意見をもとに、新しい“いじめストップあかし”こども宣
言として取りまとめました
宣言としてまとめるにあたっては次の点に注意して話し合ったとの
説明が第1グループのリーダーの小野智樹さんよりありました。
・最終的に項目があまり多くならないこと
・宣言という性質上あまり長い文にならないこと
・表現や主旨が同じものについてはまとめること
・できるだけ様々な意見を反映した宣言となること

【野々池中学校区】
便利なものをひきょうなことに使わない
悪いことを否定できる強い意志をもつ

市内の児童会、生徒会の代表がいじめの解消について話し合
い、新しい宣言を採択することができました。

いじめをなくし思いやりのあふれる学校にするためには、私たち
が自主的に支え合う仲間をつくっていくことが大切です。

今日私たちはこども会議で、みんなが仲良くなるように力をあわ
せていじめのない学校をつくっていく決心をしました。これからも
いじめのない学校をつくっていくために頑張っていきましょう。

明石市教育委員会事務局児童生徒支援課

“いじめストップあかし”こども宣言 

わたしたちは、楽しい学校生活を送るため、みんなでいじめをなくすことをめざし、次のことを宣言します 

一、みんなが助け合い相談できるクラスをつくります 

一、見て見ぬふりをせず一歩踏み出す勇気をもちます 

一、一人で考えずに信頼できる人に相談します 

一、相手の気持ち考えを大切にし言葉を選びます 

一、便利なものを人を困らせることに使いません 

一、間違ったことを許さない強い意志をもちます 

一、一人一人がいじめについて真剣に考え続けます 

この宣言をもち続け、多くの人に広め、明るくいじめのない学校、明るくいじめのない明石をめざすために努力します 

平成 30年 8月 1日 採択  “いじめストップあかし”こども会議 参加者一同 

 


